
夏場の管理（検証）



今年の夏は・・猛暑でした

気象庁HPより
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2013年は7月後半から8月にかけて
最高気温、最低気温ともに昨年と比較
して高い

検証① 猛暑の影響は？
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西日本A地区 野外例 12年vs 13年
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• 13年は12年よりも7-9月の増体悪化
• 夜間に温度が下がらなかったために飼育期
後半の食下量が少なかったと考えられる

DG

FCR



環境温度とその作用時間、体温の関係

１
分
間
当
た
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環境温度
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体
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出典：チャンキーブロイラー管理マニュアル2009

通常呼吸数は約20～30回/分
約100～110回/分を超える呼吸数の場合、6時間が限界
仮に200回/分を超えてくると30分以内に死に至る



① 舎外の対応

② 風による対応

③ 水による対応

④ 管理対応

夏に向けてのテーマ



①舎外の対応



寒冷紗の活用寒冷紗の活用

冷やした空気を
取り入れる



種鶏場屋根断熱 改修例：西日本

２重張り：４５ミリ木材をクロス架け＝９０ミリ高さ確保
材料：ガルバニウム
効果：夏場の舎内温度低下、冬場の舎内温度保持

＊侵入熱の約70％が屋根から＊侵入熱の約70％が屋根から



屋根でのスプリンクラー使用

①屋根を冷やす
②寒冷紗に水を垂らす事で入気を冷却



②風による対応②風による対応



• 熱の排除（舎内、トリ）
• 体感温度を下げる



風速による体感温度の変化

温度
相対
湿度

風速（ｍ／秒）

0.0m 0.5m 1.0m 1.5m 2.0m 2.5m

35.0℃
50% 35.0 32.2 26.6 24.4 23.3 22.2

70% 38.3 35.5 30.5 28.8 26.1 24.4

32.2℃
50% 32.2 29.4 25.5 23.8 22.7 21.1

70% 35.5 32.7 28.8 27.2 25.5 23.3

29.4℃
50% 29.4 26.6 24.4 22.8 21.1 20.0

70% 31.6 30.0 27.2 25.5 24.4 23.3

26.6℃
50% 26.6 24.4 22.2 21.1 18.9 18.3

70% 28.3 26.1 24.4 23.3 20.5 19.4

出典：Aviagen社



検証②

舎内で空気の動いていない
場所(弱点)はどこ？
対応策は？



西日本 8月
42日齢

WDL鶏舎の場合

跳ね戸下側
を開放後

跳ね戸上側
を開放

入気側－2℃



ビニールカーテンで風速確保

西日本 8月 WDL鶏舎 35日齢



WDL鶏舎 扇風機＋天井排気

東日本 8月 WDL鶏舎 40日齢



風が動いていない部分(弱点)の発生
→順送ファン併用
風が動いていない部分(弱点)の発生
→順送ファン併用

縦抜き（トンネル）換気



トンネル換気 弱点に順送ファン設置



①入気側に澱みが出来やすい

②入気口の位置によって風向きの変更がポイント

③ビニールを張って風速アップと均一な風速確保

④トンネル換気では鶏舎SR側、壁側が弱点

⑤弱点には追加のファンで対応

WDL鶏舎検証結果



開放鶏舎の場合



実際のトリ位置で風の流れは？実際のトリ位置で風の流れは？

この鶏舎では
鶏舎中央は順送ファンの設置
により風速確保できている
弱点はカーテン側、鶏舎手前
と奥



順送ファン追加で成績改善

2011年

2013年

ファン台数
３倍に増加

順送ファン
約300羽/台で使用



①農場のサイズ、レイアウトにより風速は様々

②弱点を見つけるには調査が必要

③ファン追加で鶏舎全体の風速確保し成績改善

開放鶏舎検証結果



日齢の若い時は上向きで使用日齢の若い時は上向きで使用

既に暑がって壁に寄り
集まったヒナ

↓

対策必要！

その他換気のポイント



出来るだけ冷えた空気を舎内に

トリが求めているのは均一な
環境（風速）

ヒナの段階から順送ファン使用

夏の換気まとめ



③水による対応③水による対応



高圧細霧
送風と併用で効果
高圧細霧
送風と併用で効果

例：固定配管 例：鶏舎入り口から使用



鶏体散水

一時的に体を冷やす効果大

トリが動く → 採食が進む

メリット

継続的な散水が必要

豊富な水量が必要

デメリット





粒子の粗い細霧粒子の粗い細霧
ハンガースプレー



ニップルの定期的なフラッシング

鶏舎手前 鶏舎奥

水温24℃ 水温31℃
夏場は飲水量が他の時期と比べて1.5倍ほど
トリが好む水温は10～13℃
一日一回、暑い時間帯のフラッシングでも効果あり



④管理対応④管理対応



給餌器運転回数減対策

・餌出口狭く

・リミットスイッチパンのみ明るく

（10日齢以降からの実施）

収容密度緩和対策

・間仕切りを設置し、分布のバラツキを小さく

（給餌機運転回数減対策にも効果）
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体内時計の利用体内時計の利用

• ９～１２日齢で確立する
• 1日３～４回定時に鶏舎に入り
立ち上がることを習慣づける
→ 採食のパターン化

• 立ち上がることでトリの周囲
の悪い空気（高温多湿）が
排除できる
→ ヒートストレスの軽減

• 覚えるのはこの時期だけ
（１３日以降では効果はない）
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その他注意点その他注意点

• 敷料からの発酵熱防止
• 余分な水はこぼさない

→ドリンカーの高さ調整

• 砂浴びの重要性-
熱伝導→床コンクリートへ

• 給餌スペースの確保
特に断餌する場合
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問題発生の予測!!!問題発生の予測!!!

ヒートストレスの発生要因

・高温 高温多湿 熱帯夜

・日齢が進むにつれて影響大

・急激な気象変化

雨→晴 気温の急上昇

フェーン現象

ヒートストレスの発生要因

・高温 高温多湿 熱帯夜

・日齢が進むにつれて影響大

・急激な気象変化

雨→晴 気温の急上昇

フェーン現象



｢夏場の管理｣ まとめ

舎外での対策で、舎内に入る熱を少なく

舎内では均一な風速を確保

細霧＋風速で効果アップ

天候を事前に予測、早めの対応


